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フローチャート (J 1 S規格)
疑似コード (1 B M) 
N S チャート
H CPチャート (N TT) 
P AD (目立)
Y Acn (富士通)








ユーザ一種別(%) 日 B本Mi 日 本気 富士通 i;I 日 B本Mii; 目 立 電日 本気富士通 ;I ;目立;電
COBOL 系 91. 5 : 45.3 : 83.3 : 97.5 90. 8 38. 6 73. 5 94. 9 
FORTRAN 系 1.1 1.9 2.0 
PL /1 系 4. 3 32. 0 13. 0 2.5 3.4 20. 0 10. 2 
RPG 系 1.1 10.7 1.1 7.1 
BAS1C 系
アセンブラ系 6.7 1. 1 1. 4 6.1 2.6 
データベース用アクセス言語 1.1 1.4 2.0 2.6 
第 4 世代言語 2. 7 1. 1 12.9 2.0 
その他 2.1 2.7 1.9 1.1 8.6 4.1 
回答者数 94 75 54 40 87 70 49 39 
(1) 上村孝樹，田中淳稿，『第 3 回ノてックログ関連実態調査急増するパックロク'J ， í 日経コンピュータ J 1989. 
1. 16号， p. 77。
疑似チャート {pseudo language, プログラム記述言語 Program Description Language とも言う。 日常
言語を用いて処理の構造化を表現する方法)
NS チャート {Nassi -Shneidermannチャート，構造化フローチャート，構造化ダイヤグラムとも言う。
長方形の枠内に一定の構造パターンを用いて記述する万法)
以下は木構造にて表現する方法である。
H C P (Hierarchical and ComPact description chart，開発者:NTT)
P A D {Problem Analysis Diagram: 目立)
Y A C I {Yet Anot her Control chart 11 富士通)
S P D {Structured Programming Diagram: 日本電気)


















ム (D F D) 等のデータの流れ図が用いられる。システム・エンジニア (S E: s茨stem engiｭ













従って， COBOL等のプログラミング言語を用いてソースプログラム (source program : 
原始プログラム)にコード化(プログラミング)する。





















プログラムの品質 (software quality characteristics)(3) 





(3) 使いやすさ (usability， easy to use) 
操作性がよいプログラムか，どうか。
(4) 効率性 (efficiency)
効率は，時間経済性 (time economy) と資源経済性 (resource economy) の面で検討さ
れる乙とになる。
(3) 東基衛，菅忠義，松原友夫稿，『ソフトウェア工学における標準化動向 今後の課題J ， í情報処理J ， 情報


















構造化プログラミングで規準となる定理として，ベーム( Böhm) とヤコピニ (Jacopini) に
よるストラクチヤード定理がある。乙れは， 「 1 つの入口と 1 つの出口をもつようにプログ
ラム(適正プログラム)を設計すれば，乙の 3 つの型で，どんな論理でも記述できるというも
のであるJ七の 3 つの基本単位とは下図の順次 (SEQUENCE) ，選択 (IFTHENELSE) , 
繰返し (DOWHI LE) である。
(1) 順次 (sequence)




(2) 選択 (1F THENELSE型)
ドウ ファイノレ
(3) 繰返し (DOWH1LE 型)
構造化プログラミングは乙れらの制御構造を用いたプログラム作成においては，基本的に
“ GO TO文"を意識的に避けるが，しかし，論理の構造上“ G 0 T 0" を用いる乙とが論

























THEN MOVE 1 TO X 
ELSE READ M-FILE 
AT END 
1 F T = HI GH-VALUE 
THEN MOVE 2 TO X 




(5) ζ こでの COBOLの例は，今城哲二稿， WCOBOLの標準化の動向~， í情報処理J，情報処理学会， Vol. 24 




繰返しは，反復，前判定反復， ドゥファイル型， WHI LE 型とも呼ばれる。 条件が真であ
る聞手続きを実行し，条件が偽となると繰返しループからでる型である。
プログラムの基本型は次の様になる。
































WHEN “ TOKYO" MOVE 1 TO KEN-CODE 
WHEN “ OSAKA" MOVE 2 TO KEN-CODE 





1.基本要素 (inperative construct) 
2. 順次要素 (serial construct) 
3. 並列要素 (parallel cons truct) 
4. 繰返し要素 (iterative construct) 
(1) 前判定繰返し (pre-tested iteration) 
(2) 後判定繰返し (post-tested it eration) 
(3) 継続繰返し (continuous iteration) 
5. 選択要素 (selective choice construct) 
(1) 単岐選択 (monadic selective) 
(2) 双岐選択 (dyadic selective) 
(3) 多岐選択 (multiple exclusive selective) 




図表 3 プログラム構成要素友びその表記法 (J I S X0121 による表現) (6) 










(6) 長野宏宣，東基衛稿，『プログラム構成要素及びその表記法J ， r情報処理J，情報処理学会， Vo1.28 No.9 , 













































善のために，次のような「効果的プログラム開発技法 (1PT : Improved programing Technoｭ
logies) J が用いられる。
1.データ・フロー・ダイヤグラム (DFD : Data Flow Diagram) 
データの流れを中心にシステムを図化するもので，データの源泉(出所) /吸収(データの
到達先) ，データ・フロー，処理(機能) ，データ記憶を基本要素として表すものである。





(8) JIS X00l5-1987 情報処理用語(プログラム言語) 15.01. 09。
(9) JIS 前掲書， 15.01. 11 。
(10) 湯浅太一，小島啓二，中島玲二稿，『モジュラー・プログラミングのための支援環境，J)， I情報処理J，情報






3. プログラム記述言語 (PDL:Program Description Language) 
疑似言語，疑似コードとも言い，日常語l乙近い表現でプログラム手順を記述する万法であり，
乙れを特定のプログラム言語を用いてプログラムに書き直すだけでプログラミングが完了する。




















(1) Glenfold J. Myers , Reliable Software through Composite Design, Mason/Charter Publishers , 
Inc., 1975. 
久保未沙・園友義久訳，「高信頼性ソフトウエア複合設計J，近代科学社， 1976。










































(13) 鈴木君子稿，『構造化プログラミングワーニエ・メソド• .1."情報処理:_j，情報処産浮会， Vol. 25 No.9 , Sep.1984, p.946. 
(14) 二村良彦著，「プログラム技法 PAD による構造化プログラミングJ，オーム社， 1984, p. 43。






























より微妙に違う可能性があり，注意が必要である。そこで，オーソライズする機関， J 1 S の
役割に期待することになる。
(16) 二村良彦稿，『構造化プログラム図式.JJ， rコンピュータソフトウェアJ，日本ソフトウェア科学会， Vol. 1 
No.1 Apr. 1984 p. 71 。









日本工業規格 (J1 S) による情報処理用流れ図の概要を次に示す。
出典:情報処理用流れ図・プログラム網図・システム資源図記号




(1) データ流れ図 (data flowchart) 
データの経路を表し，データ媒体と処理手順を定義するもの。
(2) プログラム流れ図 (program flowchart) 
プログラム中における一連の演算，制御の流れを表す。乙れをプログラミングしたものが，
ソース・プログラムである。
(3) システム流れ図 (system flowchart) 
システムの演算の制御及びデータの流れを表す。
(4) プログラム流れ図 (program network chart) 
プログラムを起動する経路及び関係するデータとの相互作用を表す。





7匹 タ プログラム シスァム プログラム シスァム記 守Eコ の 名 称 流れ図 流れ図 流れ図 網 図 資源図
1. データ記号 (data symbol) 
1. 1 基本データ記号 (basic data symbol) 
(1) データ (data) :媒体を指定しないデータ。 * * * * * 「二i
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(2) 記憶データ (stored data) :媒体を指定 * * * * しない記憶データ。
仁ユ
1.2 個別データ記号 (specific data symbol) 
(1) 内部記憶 (internal storage) :内部記憶を * * * * 媒体とするデータ。
口
(2) 順次アクセス記情 (sequential access * * * * storage) :磁気テープ等。
Q 
(3) 直接アクセス記憶 (direct access storage) * * * * :磁気ディスク，磁気ドラム，フレキシプル
ディスク(フロッピーディスク)等。









(6) カード (card) :磁気カード，マーク読取
りカード等。
仁コ
(7) せん孔テープ (punched tape) :せん孔テ
ープを媒体とするデータ。
ヒコ




2 処理記号 (process symbol) 
2.1 基本処理記号 (basic process symbol) 
(1) 処理 (process) :任意の種類の処理機能
を表す。
仁」
2.2 個別処理記号 (specific process symbol) 








* * * * 
* * * * 
* * * * 
* * * * * 
* * * 
* * 
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(5) 並列処理 (parallel mode) :二つ以上の並
行した処理を同期させる乙とを表す。






3. 線記号(line symbol) 
3.1 基本線記号 (basic line symbol) 
(1) 隷(line) :データ文は制御の流れを表す。
必要なら矢先を付ける。
3.2 個別線記号 (specific line symbol) 















* * * 
* 
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(2) 通信 (communication link) :通信線によ
ってデータを転送する乙とを表す。
一ご玄一
(3) 破線 (dashed-line) :二つ以上の記号の間
の訳一的な関係を表す。また，注釈の対象範
聞を囲むのにも用いる。
4. 特殊記号 (special symbol) 
(1) 結合子(connector ) :線を中断し他の場
所I乙続けたりするのに用いる。
。
(2) 端子 (terminator) :外部環鏡への出口，
外部環境からの入口を表す。




I .  I 
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* * * * 
* * * * * 
* * * * * 
* * * 
* * * * 
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3，宮本勲著，「ソフトウェア・エンジニアリング現状と展望j ， TBS 出版， 1982 
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2. 花田収悦著，「プログラム設計図法J，企画センター， 1983 
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